
まえがき＝自動車業界では，高まる地球環境保護強化の
要求から，自動車車体の軽量化などの燃費向上施策が重
要とされている。しかしながら，自動車衝突時の安全性
への要求を満足しつつ車体軽量化を達成することは容易
でなく，一つの解決方法としてボディ部品への高強度鋼
板の適用が進められている。例えばセンタピラーには，
側突時の変形を低減し乗員の生存空間を確保するために
できるだけ高い強度，特に降伏点の高い鋼板を使うこと
が有利とされており，引張強度 980MPa 以上の超高強度
冷延鋼板の適用が拡大している1）。
　自動車用鋼板の引張特性は，通常，ひずみ速度 10－21 0 －3－1の 準 静 的 条 件 下 で 病 価 さ れ る 。 し か し な が ら ， 自 動 車 の 衝 突 時 に お け る 部 材 の 変 形 速 度 は ， ひ ず み 速 度

で 1 0

3 －1
を目的として耐衝突部材の高強度化を図るためには，自
動車の衝突に相当する高ひずみ速度域での力学特性が重
要 で あ る

2）。 高 ひ ず み 速 度 下 に お け る 応 力 － ひ ず み 関 係 の測定には，SHB（Split-Hopkinson Bar）法

3）

ボ 法
4）， ワ ン バ ー 法5）などいくつかの試験方法が提案さ
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一次元弾性波伝播理論に基づくSHB試験結果の妥当性の検証

Split-Hopkinson Bar Experimental Result Validity from One-dimensional 
Stress Wave Theory Perspective

  

In order to evaluate dynamic deformation behaviors under high strain rates, Kobe Steel has developed and 
applied a Split-Hopkinson Bar (SHB) apparatus. This paper discu



できる。ここで，�はストライカの長さ，�0, St はストラ
イカ中を伝播する縦波の速度である。εiは，入力棒内を
試験片に向かって伝播する。試験片に到達したεiの一
部は，透過波εtとして試験片を通じて出力棒に伝播す
る。残りは反射波εr






